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【背景と目的】
 我々はこれまでに，最大努力による短時間等尺性膝関節伸展運動を用いて，持久系トレー
ニング（ET）を行っていない健常者を対象に，筋酸素動態と疲労耐性との関連について検討
している。その結果，疲労耐性の高い者ほど運動後の再酸素化は遅延し，最大運動後の再酸
素化は酸素消費の影響を強く受けることが示唆された。しかしながら，最大下運動後の再酸
素化時間は持久系アスリートの方が一般人より短い，との報告から，最大運動後の再酸素化
についても，酸素供給が高い者では酸素消費よりも酸素供給の影響が強まることが考えられ
る。また，運動初期に関して，中強度間欠的等尺性運動の初期脱酸素化率が筋有酸素能の指
標になり，高強度自転車運動初期の筋酸素消費量は有酸素能と関連することに加え，1分以内
の持続的最大随意収縮時には，張力低下パターンは筋線維組成に依存することが示唆されて
いる。これらから，最大短時間等尺性運動において，疲労耐性と初期脱酸素化率には関連の
あることが考えられる。そこで，ETを行っている者については，疲労耐性が高いほど，最大
運動における初期脱酸素化率も大きく，また運動後再酸素化も速い，との仮説を立てた。本
研究では ETを行っている健常者を対象に，最大短時間等尺性膝関節伸展運動時における筋酸
素動態と局所の疲労耐性との関連について検討することを目的とした。
【対象および方法】
ETを定期的に行っている健常女性 7名（平均年齢 21±1歳）を対象に，右膝関節の最大等
尺性伸展運動を 30秒間持続させ，伸展トルクを等尺性ダイナモメータにより,また右大腿直筋
の組織酸素化指標（TOI）を近赤外分光法装置（NIRS）により測定した。30秒間の運動を 10
秒ごとに初期，中期，後期に分け，トルク減少率（Fr），初期における TOI低下率，および運
動後再酸素化時間（Tr）を算出し，各値間に関してピアソンの相関係数を求めた。
【結果】
 運動初期の TOI低下率と Frとの間に有意な負の相関（r=-0.76, p<0.05）が，運動後の Trと
Frとの間に正の相関傾向（r=0.74，p=0.056）がそれぞれみられた。
【結論】
 本対象者において，局所の疲労耐性が高い者は，運動初期の脱酸素化が大きく，運動後の
再酸素化も速いことが示された。
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